
が
生
ま
れ
た
」
と
あ
る
。
仏
教
が
日
本
に
伝
来
す
る
と
殺
生
戒
の
思
想

が
広
ま
っ
た
。
さ
ら
に
平
安
時
代
の
後
半
期
で
は
疾
病
が
流
行
し
、
大

寒
冷
が
起
こ
り
、
も
の
の
け
の
思
想
が
と
く
に
貴
族
の
間
に
浸
透
し
た
。

し
た
が
っ
て
一
般
大
衆
は
現
世
を
横
土
で
あ
る
と
考
え
る
に
い
た
っ

た
。
さ
ら
に
源
信
が
『
往
生
要
集
」
を
著
わ
し
、
末
法
思
想
と
浄
土
と

械
土
と
の
関
係
を
わ
か
り
易
く
述
べ
た
。
こ
の
た
め
に
、
ケ
ガ
レ
の
思

想
は
殺
生
戒
の
思
想
を
と
り
い
れ
、
急
速
に
一
般
民
衆
の
間
に
広
ま
っ

た
。

か
く
し
て
朝
廷
は
時
に
は
「
天
下
触
穣
」
の
布
告
を
出
し
、
ケ
ガ
レ

を
消
す
た
め
に
陰
陽
使
を
使
っ
て
種
々
の
タ
ブ
ー
を
出
し
た
。
さ
ら
に

触
稔
は
甲
穣
、
乙
穣
、
丙
横
に
分
け
ら
れ
、
甲
猿
は
死
猿
に
触
れ
た
者

を
さ
し
三
十
日
間
、
甲
機
の
者
に
触
れ
た
者
は
乙
械
と
し
て
二
十
日
間
、

そ
の
乙
稜
に
触
れ
た
者
は
丙
械
と
し
て
十
日
間
、
そ
の
丙
微
に
触
れ
た

者
は
三
日
間
神
社
に
参
詣
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
規
則
も
で

き
た
。
ケ
ガ
レ
の
中
で
も
っ
と
も
重
い
ケ
ガ
レ
は
、
死
者
の
死
械
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
死
者
の
死
霊
も
ケ
ガ
し
て
い
る
が
、
死
後
三
十
三
～
五

十
年
経
過
す
る
と
死
霊
は
浄
化
し
て
氏
神
に
な
る
と
考
え
た
。
し
た
が

っ
て
死
者
の
葬
儀
は
全
く
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
初
め
て
行
い
、
死

者
を
救
済
し
た
の
は
鎌
倉
時
代
の
新
興
仏
教
の
祖
師
達
で
あ
っ
た
。
こ

れ
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
平
成
九
年
九
月
例
会
）

山
田
慶
兒
・
栗
山
茂
久
編

『
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
』

本
書
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
日
文
研
）
山
田
慶
兒

教
授
の
退
官
記
念
と
し
て
、
同
教
授
が
主
宰
し
た
医
学
史
研
究
班
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
記
念
論
文
集
で
あ
る
。

日
文
研
は
一
九
八
九
年
五
月
、
京
都
市
西
京
区
の
高
台
に
創
設
さ
れ

た
。
山
田
教
授
は
京
大
人
文
科
学
研
究
所
（
人
文
研
）
か
ら
新
設
の
日
文

研
に
移
り
科
学
史
研
究
を
継
続
さ
れ
た
。
日
文
研
で
の
最
初
の
五
年
間

の
共
同
研
究
の
論
文
集
は
「
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の
歴
史
」
と

題
し
て
二
年
前
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
紹
介
は
真
柳
誠
氏
に
よ
り
本
誌
四

二
巻
一
号
に
な
さ
れ
た
。

ひ
き
つ
づ
き
一
九
九
四
年
五
月
か
ら
、
「
日
本
を
中
心
と
し
た
歴
史
の

な
か
の
病
と
医
学
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
共
同
研
究
が
も
た
れ
た
。
そ
の

主
眼
は
近
世
に
お
け
る
日
本
の
医
学
史
の
諸
相
に
各
方
面
か
ら
光
を
照

射
し
て
、
そ
の
実
態
を
考
え
な
お
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
参
会
者

は
自
分
の
意
志
で
え
ら
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
二
ケ
月
に
二
日
宛
開

か
れ
る
合
同
研
究
会
で
発
表
し
て
、
忌
憧
の
な
い
批
判
と
助
言
を
受
け

て
論
文
に
ま
と
め
て
教
授
に
提
出
し
た
。
執
筆
者
は
一
二
人
で
あ
っ
た
。

宗
田
一
氏
は
中
途
で
死
亡
さ
れ
た
。

本
年
三
月
二
十
二
日
、
退
官
記
念
講
演
会
場
に
刷
り
上
っ
た
ば
か
り

来
来
米
紹
介
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
楽
器
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の
一
部
が
届
け
ら
れ
た
。
次
に
そ
の
内
容
目
次
を
掲
載
す
る
。
執
筆
者

の
う
ち
日
本
医
史
学
会
員
で
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
執
筆
時
の
所
属
を

附
記
し
た
。

序
論
に
代
え
て
日
本
医
学
事
始
予
告
の
害
と
し
て
の
『
医
心
方
」

山
田
慶
兒

Ｉ
病
の
中
の
歴
史
肩
こ
り
考
日
文
研
助
教
授
栗
山
茂
久
。

油
気
と
江
戸
時
代
の
ひ
と
び
と
の
身
体
経
験
関
西
大
学
白
杉
悦
雄
。

狐
葱
き
の
心
性
史
昼
田
源
四
郎
。

Ⅱ
日
本
の
医
学
へ
劉
医
学
と
い
う
誤
解
九
州
国
際
大
学
石

田
秀
実
。
三
帰
と
道
三
塩
野
義
製
薬
桜
井
謙
介
。
後
藤
艮
山
の

医
学
に
つ
い
て
北
京
中
医
薬
大
学
梁
峡
。
目
医
師
達
の
秘
伝
害

と
流
派
奥
沢
康
正
。

皿
四
海
を
超
え
て
「
紅
毛
流
外
科
」
の
誕
生
に
つ
い
て
ヴ
ォ
ル

フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
。
近
世
前
期
朝
鮮
医
薬
の
受
容
と
対
馬
藩
慶

応
大
学
田
代
和
生
。
江
戸
期
渡
来
の
中
国
医
書
と
そ
の
和
刻
真
柳

誠
。

Ⅳ
診
る
こ
と
と
癒
す
こ
と
初
期
腹
診
耆
の
性
格
中
国
自
然

科
学
史
研
究
所
塵
育
群
。
看
護
人
の
系
譜
新
村
拓
。
プ
ラ
セ
ポ

の
日
本
受
容
津
谷
喜
一
郎
。

Ｖ
体
内
の
風
景
一
七
、
一
八
世
紀
の
日
本
人
の
身
体
観
酒
井

シ
ヅ
・
医
学
に
お
い
て
古
学
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
山
田
慶
兒
。
人

体
内
景
図
の
脂
慢
・
脂
膜
に
つ
い
て
高
島
文
一
。
江
戸
時
代
解
剖

の
事
跡
と
そ
の
反
響
杉
立
義
一
。

Ⅵ
も
う
ひ
と
つ
の
医
学
日
本
密
教
医
学
と
薬
物
学
二
本
柳

賢
司
。
西
チ
ベ
ッ
ト
、
ラ
ダ
ッ
ク
に
お
け
る
病
い
と
治
療
北
海
道
大

学
山
田
孝
子
。
ふ
た
つ
の
「
預
言
者
の
医
術
」
慶
応
義
塾
大
学
三

木
亘
。
『
斉
民
要
術
」
の
な
か
の
家
蓄
の
病
山
口
大
学
小
林
清
市
。

私
は
後
日
出
版
社
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
本
書
を
繕
い
て
驚
い
た
こ
と

が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
三
年
間
、
顔
を
あ
わ
せ
て
い
た
人
達
が
夫
々
の

領
域
で
は
独
自
性
を
貫
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
教
授
が
与

え
た
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
の
主
張
に
対
し
て
も
各
自
の
特
異
性

を
尊
重
し
て
、
教
授
が
軌
道
修
正
を
強
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
筈
で
あ

る
。
し
か
し
全
般
を
眺
め
る
と
一
つ
の
纏
っ
た
思
考
群
を
形
成
し
て
い

る
。
こ
れ
は
編
者
で
あ
る
山
田
教
授
の
指
導
性
と
抱
擁
力
の
な
せ
る
業

で
あ
る
と
痛
感
す
る
。

個
々
の
論
文
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
す
る
こ
と
は
紙
数
が
許
さ
な
い

の
で
省
略
す
る
が
、
中
国
北
京
か
ら
一
年
間
留
学
し
て
い
た
塵
育
群
氏

と
梁
陳
氏
（
女
性
）
の
論
文
は
注
目
に
値
す
る
。

二
つ
に
は
、
山
田
教
授
が
「
医
心
方
」
を
日
本
医
学
事
始
、
予
告
の

害
で
あ
る
こ
と
を
理
論
づ
け
て
、
こ
の
論
文
集
の
序
論
と
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
山
田
教
授
が
ま
だ
京
大
人
文
研
に
お
ら
れ
た
昭
和
五
十
年
代

に
、
共
同
研
究
と
は
別
に
週
一
回
宛
有
志
が
夜
間
に
集
ま
っ
て
『
医
心

方
』
の
講
読
を
行
っ
た
。
そ
の
席
上
で
教
授
は
「
医
心
方
』
は
中
国
医

学
を
一
旦
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
し
て
日
本
的
に
組
立
て
た
も
の
と
折
に
ふ

れ
て
話
し
て
お
ら
れ
た
。
今
回
、
『
医
心
方
」
を
日
本
医
学
の
予
告
の
書

と
呼
ん
だ
の
は
、
何
を
根
拠
と
し
た
も
の
か
。

撰
者
康
頼
が
『
医
心
方
』
を
組
立
て
る
過
程
に
お
い
て
、
方
向
づ
け

を
す
る
思
考
の
枠
組
ｌ
教
授
は
こ
れ
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と
呼
ぶ
ｌ
が
働
い
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こ
れ
ら
の
根
底
に
は
撰
者
の
技
術
的
思
考
が
大
き
く
働
い
て
い
る
こ

と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
い
で
教
授
は
次
の
如
く
結
論
づ
け

て
い
る
。

十
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
伝
統
医
学
の
歴
史
を
み
る
と
、
中
国
医
学

体
系
が
解
体
さ
れ
て
そ
の
廃
虚
の
上
に
新
し
い
日
本
医
学
が
う
ち
た
て

ら
れ
た
。
例
え
ば
後
世
派
と
古
方
派
と
を
比
較
し
て
も
、
前
者
は
無
言

の
う
ち
に
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
声
高
に
中
国
医
学
の

解
体
と
否
定
を
叫
ん
だ
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
結
果
、
五
臓
六
腋
説
は

疑
わ
れ
、
脈
診
は
腹
診
に
と
っ
て
代
え
ら
れ
た
。
単
純
原
則
志
向
の
赴

く
と
こ
ろ
、
一
気
溜
滞
説
、
万
病
一
毒
説
に
行
き
つ
い
た
。
究
極
的
に

多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
て
い
る
。

て
、
中
国
医
学
と
は
異
な
る
日
本
の
医
学
書
が
で
き
上
っ
た
。
そ
の
具

体
例
と
し
て
全
体
の
構
成
と
鍼
灸
の
っ
ぽ
の
記
載
と
い
う
問
題
を
と
り

あ
げ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
教
授
が
あ
げ
て
い
る
『
医
心

方
」
の
特
徴
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

理
論
不
信
ｌ
経
脈
説
の
拒
否
、
陰
陽
五
行
説
、
虚
実
概
念
の
排
除
。

遂
に
は
理
論
的
白
紙
還
元
に
連
な
る
。

可
視
（
触
）
信
仰
ｌ
脈
診
の
排
除
、
脈
象
は
主
観
的
で
あ
る
が
こ
れ
を

排
除
す
る
こ
と
は
中
国
医
学
の
否
定
と
な
る
。

単
純
原
則
志
向
ｌ
病
気
の
配
列
、
っ
ぽ
の
記
載
な
ど
体
の
上
か
ら
下

へ
と
単
純
に
配
列
す
る
。

規
格
化
思
想
ｌ
っ
ぽ
の
主
治
症
を
記
載
す
る
に
際
し
原
典
を
省
略
し

て
一
定
の
枠
内
に
押
し
込
ん
で
い
る
。

日
本
的
風
土
へ
の
適
応
ｌ
諸
薬
和
名
、
鍼
灸
、
石
薬
、
房
中
な
ど
に

杉
山
章
子
著

「
占
領
期
の
医
療
改
革
』

戦
後
史
、
と
く
に
現
代
の
医
学
・
医
療
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
戦

後
の
占
領
軍
の
医
療
・
福
祉
政
策
を
無
視
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
言
及

さ
れ
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
体
系
的
に
、
き
ち
ん
と
し
た
資
料
を
使

っ
た
著
作
は
な
か
っ
た
。
本
書
は
こ
の
時
期
の
医
療
改
革
を
で
き
る
だ

け
実
証
的
に
把
握
し
、
占
領
軍
に
よ
る
医
療
改
革
を
評
価
し
よ
う
と
し

た
意
欲
作
で
あ
る
。
占
領
軍
の
文
言
で
あ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書

は
医
学
大
系
は
医
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
規
格
化
さ
れ
た
。
こ
れ
が
解
体

さ
れ
つ
く
し
た
中
国
医
学
の
廃
虚
で
あ
る
。
そ
こ
に
風
土
に
根
ざ
し
た

実
験
を
標
傍
す
る
日
本
の
医
学
が
成
立
し
た
（
蘭
学
の
受
容
も
そ
の
線
上

に
あ
る
ｌ
こ
れ
は
筆
者
の
意
見
）
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
『
医
心
方
」
は
日
本
医
学
、
広
く
日
本
の
学
問

に
と
っ
て
も
、
そ
の
出
発
点
に
立
っ
て
は
や
く
も
遙
か
な
未
来
の
進
路

を
懐
胎
し
て
い
る
予
告
の
書
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
山
田
教
授
の
論
説
を
念
頭
に
お
い
て
個
々
の
論
文
を
お

読
み
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

（
杉
立
義
二

〔
思
文
閣
出
版
エ
尿
都
市
左
京
区
田
中
関
町
二
’
七
、
丑
○
七
五
’
七
五

一
’
一
七
八
一
、
一
九
九
七
年
三
月
発
行
、
Ａ
５
判
、
六
四
○
頁
、

一
二
、
○
○
○
円
〕
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